
岳南都市圏都市交通マスタープラン

富⼠⼭のふもと 活発な交流と住みやすさを⽀える交通ネットワーク
⼈⼝減少や少⼦⾼齢化が進展する中、持続可能な都市づくりに向けて、富⼠⼭の豊かな⾃然環境や恵み、交通の要衝である良好な
⽴地条件を活かし、産業活⼒や拠点を中⼼とした多様な交流を⽀え、住みやすさを向上できる交通ネットワークを⽬指します。

【⽬指す都市交通像】

⽣活拠点機能を補完し合う「地域間連携」の強化戦略２

広域連携・交流を⽀える「都市連携軸」の強化戦略１

集約連携型都市構造による「活⼒創出」に
寄与する交通体系の構築

⽅針Ⅰ
活⼒

⾃動⾞もかしこく使う「多彩なﾓﾋﾞﾘﾃｨｻｰﾋﾞｽ」の展開戦略６

世界遺産富⼠⼭を活かした魅⼒ある「観光ﾈｯﾄﾜｰｸ」の構築戦略５

豊かな⾃然環境と共⽣し「魅⼒向上」に
つながる交通体系の構築

⽅針Ⅲ
環境・魅⼒

命をまもる「防災・減災機能」の強化戦略４

誰もが利⽤しやすい「安全・快適な交通環境」の確保戦略３

「安全・快適な暮らし」を⽀える交通体系の構築⽅針Ⅱ
安全・快適

【都市交通体系の基本⽅針と戦略・施策】 【道路網計画】

【公共交通計画と主な施策イメージ】

都市圏内外の広域的な交流の促進や都市拠点と地域⽣活拠
点間の交通需要に対応した⾛⾏性の⾼い「⾻格幹線道路
網」を形成します。

⽬指す都市交通像の実現に向け、都市交通体系の基本⽅針を
「活⼒」「安全・快適」「環境・魅⼒」の⼤きく３つの視点
から設定しました。基本⽅針に基づく６つの戦略に沿った交
通施策を展開します。

都市交通マスタープランは、概ね20年後の都市圏の将来像を⾒据えた都市交通の基本計画です。
⼈⼝減少や少⼦⾼齢社会の本格化に対応した「コンパクト＋ネットワーク」の構築に向けた
交通施策の展開を提案しています。

中⼼市街地と地域⽣活拠点や⽣活拠点とを結ぶ、定時性・速達
性・輸送⼒が確保された「基幹的な公共交通」を形成します。
また、⾼齢者をはじめ誰もが移動しやすい安全で快適な交通環境
づくりや⾃動運転技術などの新たな技術も活⽤した
交通施策を展開します。 デマンド型交通等

安全な歩⾏者、
⾃転⾞空間の確保
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⽣活・観光・
産業(通勤)連携

サイクル＆バスライドや
⾃転⾞積載バスによる乗継利便性向上

乗換結節点
交通ターミナル

交通ターミナル

PTPS等による定時性、
速達性向上

コミュニティバスによる
地域内循環

・公共交通相互、⾃転⾞等とのシームレスな乗継
・都市機能の誘導と合わせた拠点機能を発揮

⽣活・観光で使えるラストマイルモビリティ
（サイクルシェア、超⼩型モビリティ、
⾃動運転⾞等）の活⽤に向けた研究

乗換結節点

乗換結節点
⼩さな拠点形成と商業施設等を活⽤した

待合環境整備

道路空間再利⽤による歩⾏者、
⾃転⾞の回遊性向上

居住誘導と合わせた公共交通
サービスの拡充

第２回岳南都市圏パーソントリップ調査
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